
く
し
ろ
エ
コ
・
フ
ェ
ア
２
０
１
５

学
校
林
の
樹
木
も
、
倒
れ
た
り
、
枝
が
折
れ
た
り
、

「
雷

別
っ
て
、
ど
こ

？
」
②

ら
い
べ
つ

雪
の
重
み
で
幹
が
湾
曲
し
た
り
と
被
害
が
発
生
し

６
月
６
日
（
土
）
、
釧
路
市
こ
ど
も
遊
学
館
で

て
い
る
よ
う
で
す
。

雷
別
に
は
ど
う
や
っ
て
行
く
の
か
？

当
セ
ン

「
く
し
ろ
エ
コ
・
フ
ェ
ア
２
０
１
５
」
が
開
催
さ

ま
た
、
被
害
を
受
け
た
樹
木
の
な
か
に
は
、
道

タ
ー
が
使
う
道
筋
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

れ
ま
し
た
。

路
や
散
策
路
に
倒
れ
た
り
覆
い
か
ぶ
さ
り
、
通
行

釧
路
市
か
ら
国
道

号
線
を
厚
岸
方
向
に
進

44

こ
の
く
し
ろ
エ
コ
・
フ
ェ
ア
は
、
環
境
月
間
の

の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

み
、
釧
路
町
別
保
市
街
を
通
過
、
国
道

号
線
が

272

６
月
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
当
セ
ン
タ
ー
も
毎
年

こ
の
倒
木
等
を
整
理
す
る
の
が
学
校
林
清
掃
活
動

分
岐
す
る
丁
字
路
交
差
点
を
左
折
し
て
、
中
標
津

参
加
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

で
、
当
セ
ン
タ
ー
の
出
番
に
な
り
ま
す
。

方
向
へ
。
道
路
の
左
側
に
は
、
こ
の
交
差
点
を
起

今
年
は

団
体
が
参
加
、
当
セ
ン
タ
ー
は
、
例

使
用
す
る
道
具
は
ノ
コ
ギ
リ
。
木
を
切
断
す
る

点
に
距
離
を
示
す
キ
ロ
ポ
ス
ト
が

ｍ
毎
に
立
っ

30

500

年
、
子
ど
も
達
に
人
気
の
「
木
の
実
で
工
作
」（
国

の
に
便
利
な
道
具
で
す
が
、
使
用
方
法
を
間
違
え

て
い
ま
す
。

有
林
で
採
取
し
た
木
の
枝
や
松
ぼ
っ
く
り
等
を
材

る
と
怪
我
を
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
ノ
コ
ギ
リ

こ
の
キ
ロ
ポ
ス
ト
で
距
離
を
確
認
し
な
が
ら
雷

料
に
工
作
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
。
）
と
「
つ
み
っ

の
使
い
方
等
の
説
明
を
行
っ
た
後
、
二
つ
の
グ
ル

別
に
向
け
進
み
ま
し
ょ
う
。

き
～
で
遊
ぼ
う
」
（
木
製
つ
み
木
で
自
由
に
遊
ん

ー
プ
に
別
れ
活
動
を
開
始
で
す
。

㎞
地
点
を
過
ぎ
た
ら
、
そ
ろ
そ
ろ
雷
別
に
向

27.5

で
も
ら
う
。）
の
コ
ー
ナ
ー
を
用
意
し
ま
し
た
。

高
学
年
の
生
徒
が
ノ
コ
ギ
リ
で
根
元
等
か
ら
切

け
て
左
折
の
準
備
を
。
左
側
に
カ
ラ
マ
ツ
の
植
え

両
コ
ー
ナ
ー
は
、
終
日
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
、
訪

断
、
持
ち
運
べ
る
サ
イ
ズ
に
切
っ
て
、
み
ん
な
で

ら
れ
た
山
が
見
え
て
き
ま
す
。

れ
た
み
な
さ
ん
に
、木
の
持
つ
独
特
の
ぬ
く
も
り
、

か
た
づ
け
て
い
き
ま
す
。

肌
触
り
、
色
、
音
、
匂
い
を
感
じ
て
も
ら
い
、
木

さ
て
、
ノ
コ
ギ
リ
の
扱
い
に
慣
れ
て
き
た
こ
ろ

の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

に
、
「
こ
の
木
の
鋸
屑
を
見
て
、
何
色
？
」
切
っ

て
み
る
と
切
断
面
は
鮮
や
か
な
黄
色
。
（
み
な
さ

ん
何
の
木
か
わ
か
り
ま
す
か
？
）

「
こ
の
木
は
キ
ハ
ダ
と
い
っ
て
、
黄
色
の
部
分
は

胃
薬
に
な
る
ん
で
す
よ
。
な
め
て
み
ま
す
か
。
味

は
？
」
「
苦
い
！
」
と
い
う
よ
う
な
話
を
し
な
が

ら
樹
木
の
特
徴
を
覚
え
て
も
ら
い
な
が
ら
作
業
を

進
め
、
散
策
路
は
通
行
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
の
「
秋
の
学
校
林
活
動
」
で
埋
め

た
ド
ン
グ
リ
が
発
芽
し
て
い
る
の
も
確
認
で
き
ま

①

㎞
地
点
、
こ
こ
で
左
折
で
す
。

28

し
た
。

春
の
学
校
林
活
動

５
月

日
（
月
）、
当
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
、

18

標
茶
町
立
中
茶
安
別
小
中
学
校
に
お
い
て
、
「
春

の
学
校
林
活
動
」
を
支
援
し
ま
し
た
。

矢
印
で
左
方
向
、
雷
別
と
書
い
た
標
識
が
あ
る

今
回
の
活
動
は
、
実
の
な
る
木
の
冬
囲
い
は
ず

の
で
す
が
、
見
づ
ら
い
の
で
、
ご
注
意
を
。

し
、
学
校
林
清
掃
活
動
、
巣
箱
新
規
更
新
作
業
の

左
折
し
た
こ
の
道
（
地
図
中
の
青
線
）
は
、
道

３
つ
。

道

号
線
厚
岸
標
茶
線
の
上
チ
ャ
ン
ベ
ツ
付
近
に

14

今
年
の
冬
は
、
暴
風
雪
が
多
く
、
中
茶
安
別
で

通
じ
て
お
り
、
沿
線
に
は
牧
草
地
が
広
が
っ
て
い

は
国
道
が
何
度
も
通
行
止
め
に
な
っ
た
そ
う
で
、

ま
す
。

木の実で工作

先生と一緒に倒木処理
（この木がキハダ）

27.5㎞地点

カラマツの山

① 28㎞地点左折

左「雷別」の標識

発行日
平成27年６月８日 第99号
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②

丁
字
路
。
行
き
止
ま
り
に
見
え
ま
す
が
、
こ

シ
ャ
ク
ラ
イ
ッ
ペ
１
号
橋
、
シ
ャ
ク
ラ
イ
ッ
ペ

⑤

砂
利
道
を
進
む
と
、
上
り
坂
と
な
り
左
に
カ

こ
を
右
折
し
ま
す
。

２
号
橋
と
赤
い
欄
干
の
橋
が
、
短
い
区
間
に
連
続

ー
ブ
、
右
側
か
ら
草
生
し
た
道
路
が
せ
ま
っ
て
き

③

赤
い
欄
干
の
小
さ
な
橋
が
続
け
て
２
つ
。

し
て
架
っ
て
い
ま
す
。

て
合
流
。
目
の
前
が
「
雷
別
地
区
自
然
再
生
事
業

こ
の
先
道
路
は
、
右
に
左
に
と
蛇
行
を
繰
り
返

地
」
に
な
り
ま
す
。

し
、
左
側
に
酪
農
家
さ
ん
が
一
件
あ
り
、
右
カ
ー

釧
路
市
千
歳
町
の
当
セ
ン
タ
ー
か
ら

㎞
、
約

51

ブ
を
通
過
す
る
と
、
上
り
坂
の
直
線
区
間
が
見
え

１
時
間
の
行
程
で
す
。
（
※
①
～
⑤
の
箇
所
は
地

て
き
ま
す
。

図
に
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。）

④

こ
の
上
り
坂
の
直
線
区
間
に
入
る
と
、
左
側

に
砂
利
道
が
見
え
て
き
ま
す
。

左
折
し
て
、
こ
の
砂
利
道
（
国
有
林
の
林
道
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。）
を
進
み
ま
す
。

今
後
の
予
定

＊
６
月

日
（
土
）

13
「
雷
別
へ
植
樹
に
行
こ
う
！
」

＊
６
月

日
（
水
）

17
第
１
回

雷
別
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部

＊
６
月

日
（
金
）

19
標
茶
町
虹
別
小
学
校

「
学
校
の
周
囲
の
樹
木
」

＊
管
内
の
自
然
情
報
の
収
集
や
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
ま
す
。
下
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
随
時
更
新

し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

雷別ドングリ倶楽部
活動の様子

「キタキツネ
のみち」にも

④ 上り坂の直線

② 丁字路を右折

③ 橋が２つ

④ 砂利道の入口

⑤ 合流点

⑤ 雷別地区自然再生事業地

当センターは、国有林をフィールドとして、北海道の多様な自然との共生に向けた自然再生活動に取組むＮＰＯ等の活動支援、森林環境教
育等に携わる教育関係者の支援・技術指導等を行っています。
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